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業 務 範 囲：

熊本市
鴻池組・前田産業・前田環境クリーン・九州
産交運輸・味岡建設 連合体
平成28年12月9日から平成30年6月30日
約156億円（当初想定数量に基づく金額（消
費税込））
① 管理・運営
② 各仮置場の整備
③ 各仮置場における解体廃棄物の受入・

保管、破砕・選別等
④ 各仮置場に保管した廃棄物の運搬・

処分等
⑤ 環境保全
⑥ 原状回復

木くず

粗破砕

チップ材
(50mm以下)

チップ材
(300mm以下)

木くず

金属くず

破砕 選別

粗破砕

破砕

直接搬出

中間処理（破砕）

磁選機による回収

50mm超過

畳

解体残渣 粗選別

非塩素系可燃物

改質 一次分別
（振動スクリーン）

二次分別
（磁力・風力選別機）

軽量物二次分別
（手選別ベルコン）

重量物二次分別
（手選別ベルコン）

塩素系可燃物

不燃物

木くず

コンクリートがら

金属くず

篩い下残渣等

重機・手選別

300mm超過

40mm以下

100mm超過

40～100mm

300mm以下

破砕 セメント原燃料圧縮梱包 石膏ボード セメント原料等検査・分析 破砕施設

管理型埋立

非石綿含有

石綿含有

破砕機＋選別機
手選別

破砕機＋圧縮梱包機

業 務 概 要 全 体 工 程

全 体 処 理 フ ロ ー

中 間 処 理 フ ロ ー

解体廃棄物の適正かつ、円滑・迅速な処理

熊本地震に伴う被災家屋解体廃棄物等処理業務委託

㈱鴻池組 環境エンジニアリング本部
大阪 TEL 06-6245-6589
東京 TEL 03-5201-7920
https://www.konoike.co.jp/request/index.php1910

おかげさまで、私たち鴻池組は
２０２１年で創業１５０周年

式

仮置場
原状回復業務

式 1

解体廃棄物
中間処理業務

式 1

処理後物
運搬処分業務

式 1

2 5 6

各仮置場整備
業務

式 1

8 9 2 3 44 5 6 7

計画・申請等
業務

3

1

業務内容 単位 数量
H28 H29 H30

11 12 1 10 11 12 1

6月30日(履行期限)

コンクリートがら類

解体現場

下ごみ（解体残渣）

可燃系廃棄物

木くず

不燃系廃棄物

金属くず

その他

コンクリートがら

コンクリートがら
（解体現場から直接搬出）

金属くず

再生砕石

再生砕石

再生金属

仮置場 処理後物

分別

可燃物（リサイクル）

可燃物（焼却、塩ビ類）

不燃物（安定型埋立）

不燃物（管理型埋立）

セメント原燃料、焼却（発電）等

焼却・安定型埋立

安定型埋立

管理型埋立

民間処理施設へ直送

（リサイクル困難なもの）

改質・分別

分別・破砕

分別・破砕

分別

分別

分別

粘土瓦、石膏ボード 再生砕石、再生石膏ボード等

木くず バイオマス原料、セメント原燃料等

篩い下残渣等 セメント原料

家電・処理困難物・危険物 適正処理（リサイクル）

凡例

：リサイクル

：処分



仮置場位置図と分別ルール

北区

西区
中央区

南区

東区

北部仮置場

扇田仮置場

熊本港仮置場

新城南仮置場

戸島仮置場

熊本駅

城南仮置場

阿蘇くまもと空港

木くず破砕状況

テント内災害廃棄物仮置き状況

西ヤード全景

木くず破砕状況

業務履行場所

業務履行場所

西ヤード

中ヤード

北ヤード
仮設テント
(62m×84m)

仮設テント
(40m×25m)

仮設テント
(40m×25m)

仮設テント
(34m×23m)

木くず破砕ゾーン

解体廃棄物積替ゾーン

畳破砕・圧縮梱包
ゾーン

可燃物破砕・
混合ガレキ分別ゾーン

処理後物
保管ゾーン

仮設テント
(120m×60m)

木くず破砕ゾーン

木材チップ保管ゾーン

解体廃棄物積替ゾーン

熊本港仮置場 戸島仮置場

木くず

• 柱・梁

• 生木・その他

• 木製家具類

可燃系廃棄物

・解体残渣
• 長さ1m以上のもの

• 長さ1m以下のもの

• 塩ビ類

コンクリートがら類

• コンクリートがら

• アスファルトがら

• リサイクル困難な
コンがら類

不燃系廃棄物

• 瓦くず

• レンガ

• ラスモルタル

• ガラス・陶磁器

その他（畳・家電４品目・処理困難物）

• 家電４品目

• パソコン

• その他家電

• 畳

• ソファ・スプリン
グマット

• 廃タイヤ

• 太陽光パネル

• ガスボンベ・カセッ
トボンベ

• 廃油・廃塗料

• 消火器

• 電池・バッテリー

• 蛍光灯・街灯

• 石油ストーブ

石綿含有建材（フレコン詰で回収）

安定型埋立

家 電

処理困難物 危険物

金属くず

• ルーフィング • 土壁 • 自然石

下ごみ

その他

混合物
(管理型埋立)

安定型埋立
石膏ボード等
(管理型埋立)

• スレート

• コロニアル

• ケイ酸カル
シウム板

• パーライト
板

• 石膏ボード

• 可燃物が付
着した石綿
含有建材

• 石綿含有建
材（混合）

仮置場搬入時分別ルール

品目 処理区分 重量(ｔ) 重量比率

可燃物

リサイクル 5,050 0.51%
焼却 32,921 3.36%

安定型埋立（塩ビ類） 14 0.00%

不燃物

リサイクル 23,343 2.38%
安定型埋立 152,518 15.55%
管理型埋立 39,963 4.07%

木くず
リサイクル 128,136 13.07%
焼却 4,762 0.49%

コンクリートがら リサイクル 518,303 52.85%

金属くず リサイクル 10,283 1.05%

解体残渣

リサイクル 55,575 5.67%
管理型埋立 1,623 0.17%
安定型埋立 5,704 0.58%

処理困難物
リサイクル 608 0.06%
焼却 599 0.06%

危険物 リサイクル 155 0.02%
家電製品 リサイクル 1,177 0.12%

リサイクル量 742,631 75.72%
処分量 238,104 24.28%
計 980,735 100.00%

可燃物

3.9%

不燃物

22.0%

木くず

13.6%

コンクリートがら

52.8%

金属

くず

1.0%

解体残渣

6.4%

処理困難物

0.1% 危険物

0.0%

家電製品

0.1%
海上輸送

鉄道輸送

トラック輸送

リサイクル率：75.7％

各仮置場から搬出した処分・リサイクル施設
（約80ヶ所）のうち、
約4割：熊本県内
約3割：熊本を除く九州内
約3割：九州を除くその他全国

船舶への木くず積込状況
（八代港）

広 域 処 理 の 活 用 全 体 処 理 数 量 と 品 目 別 割 合


